
評価結果 

 

  

新宿区補助金等

審査委員会答申 

（平成17年3月） 

答申評価 意 見 

Ｂ 

実施内容・方法に見

直し・検証が必要 

必要性のある事業だが、世帯数に比した助成額という現行方式ではな

く、個々の組織の活動実績に応じた助成に変更したほうが、より個々の

組織の能力向上に資するのではないか。 

答申を踏まえた 

区の取組み状況 

 見直し内容 

 
 補助金等審査委員会の指摘を受け、防災区民組織の能力向上を図るた

めに、平成18年度の活動助成金の交付に際し、目標管理型の自己評価制

度を実施しました。しかし、制度自体、浸透が図れず、期待する効果を

得られませんでした。そのため、平成19年度からは活動実績報告書の提

出と併せて、各組織の活動充実度や助成金等について、アンケート方式

による調査を行い個々の組織の活動実態の把握に努めています。また、

アンケート結果を全組織に周知することによって、他の組織の活動状況

等を参考にした防災力の向上に取り組んでいます。 

内部評価 

（3年間を通し

ての評価） 

(平成19～21年) 

総合評価 評 価 理 由 

☆☆ 

効果を発揮 

している 

防災区民組織の実態に合わせた活動助成を行うことで、各組織が幅広

く防災活動に取り組み、地域の自主防災体制の確立・強化が図られてい

ます。また、防災活動を通じた地域のコミュニティ活動が促進されてい

ます。 

 

内部評価に 

対する評価 

評価結果 評価の理由 

  

 

【４つの視点への意見】 

①役 割 分 担 

 

  ②目 的 の 妥 当 性 

 

③効率性・代替手段 

 

④目的の達成状況 

 

【改革方針への意見】 

 

【そ の 他 の 意 見】 

 

 

基本目標  Ⅲ 個別目標  3 経常事業   地域防災コミュニティの育成 

補助事業 41 地域防災コミュニティの育成（防災区民組織の育成２０４組織） 

見 本 


